
先
月
号
で
風
の
神
様
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
天

気
予
報
で
使
わ
れ
る
風
に
関
係
し
た
言
葉
を
説
明
し

よ
う
。
ま
ず
「
風
速
」。
風
速
は
、
地
上
約
一
〇
メ

ー
ト
ル
の
高
さ
の
と
こ
ろ
を
水
平
方
向
に
吹
く
風
の

速
度
を
、
プ
ロ
ペ
ラ
と
尾
翼
の
つ
い
た
風
車
型
風
向

風
速
計
で
一
〇
分
間
計
っ
た
値
の
平
均
値
で
あ
る
。

単
位
は
（
メ
ー
ト
ル
／
秒
）、
つ
ま
り
一
秒
間
に
風

が
進
む
距
離
を
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

秒
速
と
も
い
う
。
平
均
値
で
あ
る
の
で
、
一
〇
分
間

の
間
に
は
必
ず
そ
れ
よ
り
も
強
い
風
が
吹
い
て
い

る
。
風
速
計
を
設
置
す
る
場
所
を
地
上
約
一
〇
メ
ー

ト
ル
と
決
め
て
い
る
の
は
、
地
上
か
ら
高
く
な
る
ほ

ど
風
速
は
大
き
く
な
る
の
で
、
観
測
場
所
に
よ
る
差

を
な
く
す
た
め
で
あ
る
。
高
い
建
物
の
上
に
風
速
計

が
あ
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
止
む
を
得

ず
設
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
台
風
情
報
、
警
報
、

注
意
報
な
ど
天
気
予
報
で
伝
え
ら
れ
る
風
速
は
特
に

説
明
が
な
い
限
り
、
す
べ
て
平
均
風
速
で
あ
る
。

「
瞬
間
風
速
」
も
説
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
〇
・
二

五
秒
毎
（
つ
ま
り
一
秒
間
に
四
回
）、
三
秒
間
に
わ

た
っ
て
測
定
し
た
瞬
間
風
速
の
値
一
二
個
の
平
均
値

で
あ
る
。
単
位
は
風
速
と
同
じ
で
（
メ
ー
ト
ル
／
秒
）

で
あ
る
。
こ
れ
も
平
均
値
で
あ
る
の
で
、
三
秒
の
間

に
は
よ
り
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
。
瞬
間
風
速
と
平

均
風
速
と
の
比
率
を
「
突
風
率
（
ガ
ス
ト
・
フ
ァ
ク

タ
）」
と
い
い
、
そ
の
値
は
一
・
五
倍
か
ら
三
倍
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

風
の
被
害
は
、
風
の
圧
力
、
つ
ま
り
「
風
圧
」
に

よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
。
風
速
が
二
倍
に
な
る
と
風
圧

は
四
倍
に
な
る
。
天
気
予
報
で
は
風
速
が
一
〇
（
メ

ー
ト
ル
／
秒
）
を
超
す
と
「
や
や
強
い
風
」
と
呼
び
、

人
体
へ
の
影
響
の
目
安
と
し
て
「
風
に
向
か
っ
て
は

歩
き
に
く
い
」
と
い
う
。
風
速
が
一
五
（
メ
ー
ト

ル
／
秒
）
を
超
す
と
「
強
い
風
」
に
な
り
「
風
に
向

か
っ
て
は
歩
け
な
い
」
と
い
う
。
か
ぜ
が
「
風
邪
」

と
し
て
使
わ
れ
、「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
と
呼
ば

れ
る
の
も
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
安
心
し
て
い
て

も
、急
変
す
る
と
こ
ろ
が
似
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
顔
に
風
を
感
じ
る
。
木
の
葉
が
揺
れ
る
」

風
は
風
速
一
・
六
か
ら
三
・
三
（
メ
ー
ト
ル
／
秒
）

の
「
軽
風
」
で
あ
る
。

風
台
風
と
し
て
被
害
の
大
き
か
っ
た
も
の
に
一
九

九
一
年
九
月
の
台
風
第
一
九
号
が
あ
る
。
北
九
州
に

上
陸
し
、
日
本
海
を
北
上
、
最
後
に
北
海
道
に
再
上

陸
し
た
。
死
者
、
行
方
不
明
者
が
六
二
人
に
も
達
し
、

厳
島
神
社
や
東
北
の
リ
ン
ゴ
に
大
き
な
被
害
を
与
え

た
。
輪
島
（
石
川
県
）
で
最
大
風
速
三
一
・
三
、
最

大
瞬
間
風
速
五
七
・
三
、
突
風
率
一
・
八
三
、
舞
鶴

（
京
都
府
）
で
最
大
風
速
一
一
・
〇
、
最
大
瞬
間
風

速
三
三
・
九
、突
風
率
三
・
〇
八
を
観
測
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
用
語
は『
広
辞
苑
』に
で
て
い
る
。「
風

速
」
は
「
通
常
、
そ
の
時
刻
の
直
前
一
〇
分
間
の
平

均
風
速
を
い
う
」、「
瞬
間
風
速
」
は
「
非
常
に
短
い

時
間
に
空
気
が
動
い
た
距
離
を
そ
の
時
間
で
割
っ
た

値
」、「
風
圧
」
は
「
風
が
物
体
に
与
え
る
圧
力
。
風
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風
速
、
突
風
率
、
風
圧
の
関
係



速
の
二
乗
に
比
例
し
て
増
加
す
る
」、
ま
た
「
二
乗
」

は
「〔
数
〕
同
一
の
数
（
文
字
・
式
）
二
つ
を
掛
け

合
わ
せ
る
こ
と
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

技
術
的
な
説
明
で
、
天
気
予
報
で
普
通
に
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
が
、
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
学
術
用
語
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
辞
書
を
手
元
に
置
い
て
い

る
と
、
安
易
に
使
っ
て
い
る
言
葉
が
深
い
意
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
こ
と
が
多
い
。

広
辞
苑
に
は
説
明
が
な
い
が
、
風
圧
は
空
気
密
度

の
大
き
さ
に
比
例
す
る
。
高
山
で
は
空
気
密
度
が
小

さ
い
。
我
々
が
設
計
し
た
富
士
山
頂
レ
ー
ダ
ー
用
レ

ー
ダ
ー
ド
ー
ム
は
一
〇
〇
（
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
の
風

で
壊
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
富
士
山
頂
で

は
空
気
の
密
度
が
若
干
小
さ
い
の
で
、
風
圧
は
地
上

で
の
同
じ
風
速
値
よ
り
も
小
さ
い
。
富
士
山
頂
の
強

風
に
耐
え
る
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
挑
戦
の
中
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
で
は
あ
る
が
、「
お

ま
け
」
を
貰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

米
国
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
竜
巻
（
ト
ル
ネ
ー

ド
）
が
、
我
が
国
で
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
竜

巻
の
研
究
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
藤
田
哲
也
博
士
の
功
績

が
大
き
い
。
一
九
七
一
年
に
竜
巻
の
強
さ
を
区
分
け

し
たF
u
jita

scale

（
フ
ジ
タ
ス
ケ
ー
ル
）
が
提
案

さ
れ
国
際
的
な
基
準
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
米

国
の
新
し
い
基
準
に
も
「
改
良
フ
ジ
タ
ス
ケ
ー
ル
」

と
藤
田
博
士
の
名
が
つ
い
て
い
る
。

定
す
る
ピ
ト
ー
管
の
不
具
合
が
直
接
の
原
因
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ピ
ト
ー
管
の
よ
う
な
古
典

的
計
測
器
が
予
測
と
異
な
る
測
定
値
を
示
し
た
時
に

は
、
そ
の
情
報
が
即
座
に
機
長
に
伝
わ
る
と
い
う
仕

組
み
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

天
気
予
報
は
、
地
上
、
海
上
、
大
気
中
の
実
測
値
、

気
象
衛
星
に
よ
る
遠
隔
測
定
値
、
さ
ら
に
は
過
去
の

記
録
な
ど
膨
大
な
情
報
を
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
解
析
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天

気
予
報
も
航
空
機
の
飛
行
制
御
の
複
雑
な
計
算
も
、

「
風
速
」
や
「
飛
行
速
度
」
な
ど
の
基
本
量
の
入
力

か
ら
始
ま
る
。
技
術
者
に
は
、
計
測
技
術
が
進
歩
し

て
も
、
入
力
値
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
と

い
う
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
。
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風
が
な
い
と
使
い
も
の
に
な
ら
な
い

飛
行
機
の
離
着
陸

と
こ
ろ
で
風
（
空
気
の
流
れ
）
が
な
い
と
使
い
も

の
に
な
ら
な
い
の
が
、
航
空
機
で
あ
る
。
飛
行
の
原

理
は
、
空
気
の
流
れ
に
よ
っ
て
翼
が
上
方
へ
の
揚
力

を
受
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
航
空
機
の
離
着
陸
が
風

の
来
る
方
向
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
る
の
は
少
し
で
も

揚
力
を
増
や
す
た
め
で
あ
る
。
飛
行
場
で
は
、
常
時

風
向
を
測
定
し
、
滑
走
路
の
使
い
分
け
、
離
着
陸
方

向
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
最
新
の
航
空
機
は
フ
ラ

イ
・
バ
イ
・
ワ
イ
ヤ
（
電
線
で
の
飛
行
）
と
呼
ば
れ
、

操
縦
桿
を
動
か
せ
ば
電
気
信
号
に
よ
っ
て
舵
が
動
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
飛
行
中
は
最
先
端
の
電
子
計

測
器
に
よ
っ
て
常
に
飛
行
状
態
を
計
測
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
最
適
な
飛
行
条
件
を
計
算
し
、
エ
ン
ジ
ン

や
舵
が
制
御
さ
れ
る
。
し
か
し
、
飛
行
の
た
め
の
基

本
条
件
で
あ
る
飛
行
速
度
は
、
約
三
〇
〇
年
前
に
流

体
力
学
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
発
明
さ
れ
た
ピ
ト

ー
管
と
い
う
計
測
器
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
六
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
出
発
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
向
か
っ
た
最
新
鋭
の
エ
ア
バ
ス
機
が
、
乱
気
流

発
生
を
予
告
さ
れ
て
い
た
大
西
洋
上
で
消
息
を
絶

ち
、
機
体
の
残
骸
の
一
部
と
乗
客
数
人
の
遺
体
が
大

西
洋
上
で
発
見
さ
れ
る
と
い
う
航
空
機
事
故
が
あ
っ

た
。
消
息
を
絶
つ
直
前
に
、
速
度
の
値
が
ば
ら
つ
い

て
い
る
と
の
不
具
合
情
報
を
計
算
機
が
自
動
発
信
し

て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
は
回
収
さ
れ
て
お

ら
ず
、
事
故
報
告
書
は
出
て
い
な
い
が
、
速
度
を
測

確
認
し
た
い
、
入
力
値
の
正
確
さ

Ｐ
２４
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答
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